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あ じ さ い

飛騨古川町在住 切り絵作家 菅沼 守氏作
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昨日無事終ったI■植、今日は朝から恵みの雨となりました。llに

うたれた新緑の鮮かさは何と表現したらよいのでしょうか。再び緑

溢れる季節となりました。皆様にはお元気でお過ごしのことと思い

ます。

季刊のあぶらむ通信なのに、いつのまにか春秋二「1となってしまいました。自分で

はつい昨日出したばかりと思っているのですが、もう半年も過ぎているのです。どう

してこうも時のたつのが早いのでしょうか。地球環境の激変で、1キ問までがう■ったの

ではないてしょうか。皆様にはご無沙汰お赦し下さいませ。

事務 .jの西 llさんよりF,1の原稿催促、| 、 1日 のうちに_と いつも同じ返り1で

いつしか :ケリ!が過ぎてしまいました。今年の 1どけは11月も |く、 1月 中イリには |:

が顔を出し始めました。それと同I寺に野外作業が 勢にスタート、やらなければなら

ない作業項目を壁にはり出し、終了したものに赤線を入れて行くのです。雪囲い解除、

道補修、ンイタケ・ナメコ植菌、プルーベリー定植、薪づくり、薪小躍づくり、作業

棟クレオツート塗り、田畑おこし、引越し、スタッフ・ハウスづくり、野菜種まき、

日植……等々。しかし、女房と二人では作業終了の赤線がなかなか増えません。時に

農作業は待ったなし、時季をはずすと一年棒にふってしまうのです。それに今年はお

借りした日が一挙に6反 と、本格的百姓となってしまったのです。

このように作業山積の中で孤軍奮闘中の私たちに、強力な助人が現れたのです。三

人も一度に。

大野正雄君は日本青年奉Hi協会 (」YVA)か ら派遣の一年間lボランティアです。飛

騨千光寺住職の大下大回さんのお骨折りによるものです。大学では原子力を学んだ彼

ですが、どういう訳か農業とケーキづくりに造詣が深く、特に彼のつくるンフォンは

一級品で、食後の同業に大きな色どりを添えてくれています。また、掃除、後始末が

これまた一級品で、前に進むばかりでそこいらじゅうちらかしっばなしの後始末の出

来ない私の償Iで、黙々とかたづけ仕事に精を出している彼です。

富田桂さんは今春大学卒業のパリバリのフレッシュ・ウーマンです。自分自身を深

く見つめ、将来をしっかりと見つめたいということであぶらむべやってきました。奇

麗に着飾り、華やかな世界にあこがれる年ごろなのに、毎日、日や畑で上にまみれ、

また限りなく続く家事の仕事を明るくこなしています。女房のよきパートナーです。

占屋正吉君は15才、この一年間Fi分の進むべき道を見つけるためにここへやってき

ました。とっても素直で、きつい労働にも明るい笑顔てよく体が動きます。彼はどち

らかといえば口数少ない方ですが、返事は,;葉ではなく笑顔でするのです。最近わかっ

たことは、彼は笑顔に肯定、否定、中間の.:種類があることです。私のように日を 1

角にして否定するのではなく、実顔で否定するなんて、彼は相当な人人です。私にとっ

ては息子が一人増えた感じですが、どちらが人人か r供なのか  、意見が分れると
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cろ です。

大きな建物のあぶらむとはいえ、一年間4:活を

共にする者が 1人増えるとやはり住宅難、いずれ

は必要なスタソフ・ハウスです。これを機会に建

てることにしました。人 1の作業pFを他に移 し、

その建物を改築することにしました。りl mrさんの

1論導で、作業は全てr分 たちで行います。|1畑イ「

11の合間1にIIKけすりやl17張りと、遅々とした中に
日植準備

も「1分たちの手でつくった自分た

ればと思っています。

春を迎えるまでの出1、あぶらむと交わりのある 人の良き旅人が人に旅ヤって行き

ました。一人は乳ガンが肺に転移し、 し手術をitに、ひょぅとすればこれが最後の旅

になるかもしれないということで、 人■1い||1多い飛騨を,訪ね、わずかの‖けでしたが

あぶらむを,"ねられたTさ んです。42才と人だだiく美しい人でしたか、女t負いもなく

「1分の1 状ヽに対して淡々とi舌されました。ガンという自分の病気をこんなにも冷静に

見つめるが|1来るものなのかと、彼女の心の強さに
'「
倒されました。しかし、夜にな

ると不安で眠れないということで、睡1民薬か欲しいということでしたので、懇恵にし

ていただいている近,1のり1町先生に連絡をllkりました。1僕もこれまでいろんな■者

さんを,こてきたが、あの人はどrl分の病気としっかり向き合い、つきあっている人初

めてですヨ。いろいろ考え、教えられましたJと 片田r先生も,:っておられました。

|「分の生命よりも残してイjくことになるかもしれない 人息 rが,こ、AL、「1分に万

ありましたら息 rをよろしくおrlぃしますJと ,:っていた彼女も、それからわずかし

て旅′ぅて行ったのです。しかし、何という大きな人41の旅人でしょうか。

もう 人は、若くしてご「人を人に送り出した卒業′卜のEさ んです。ある時彼女は

私に次のような手紙をくれました。私に人生の良き旅人の何たるかを教えてくれた彼

女です。その手紙を紹介させていただきたく思います。

お手紙ありがとうございました。何度も繰り返し繰り返し読ませていただいてい

ます。■11の声がききたい。話をしたいと思い、電話の前までいくことは今までも

何度があったのですが、その度に、もうちょぅと落ち所いてから、もう少し頑張っ

てからとタイヤルを回すところまでいけませんでした。たすけてと言いたいのに、

SOSを 発進することをよしとしない自分がいました。けれども先1の電話の際は、

何のた●・lらいもなかった様な気がします。声をあげてriいたのは何年ぶりだろうと、

電話を切ってからボンヤリおもっていました。鼻をかみなから、妙に安らいだサ ッ

パリした,こヽ持ちかしていました。 「人の前では勿論のこと、両親や子供にも泣きlhl

を見せてはいけない、私がしっかりしなければと気を張ってきたからか、ひとりに

ちのイが111来liがって行くのです。夏までにイヤliが
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なって涙を流すことはあっても、声をあげて泣くということはありませんでした。

いつの間にか、一人でいる時でさえ、思う存分泣ける時でさえ、声を出しては泣け

ないようになってしまっていたのです。

本当に久しぶりに声も鼻水も出してl‐けて気持が良かった I 私にはこれが必要

だったんですね。カタルシスとはこのことかとおもいます。私の感情を解放してく

ださった先41に感謝しています。そして声をあげて泣ける相手をもっている私はじ

あわせだと感じています。今、ここまで,'いヽて
`と

主人のことを考えました。彼も

声を||して泣きたくても71けないようになっいるのでないかと、強い父親、強い■

者を精 一杯やってみせている彼にも、私と同 じ

カタルシスが必要なのではないかと思います。

楽になって欲 しいです。

bll病生lTというのは全 く戦争と11したと思い

ます。その渦中に身をにtく者にとって 番つら

いのは、それかいつ終わるのかわからないとい

うことです。 |十、教科|卜で
'音

記 した  , 句破

争Jや 、新IJ・雑
`ぶ

でよく||にする  1年 ‖Iの

闘病Ji活後 … J等 の,記1'……それが 1「年だろうと、 1年 だろうと、また 1カ月

であっても、それらは持、おわってしまってからいえることで、結果でしかありま

せん。その長短の結果をなかめて、大変だったろうとか、短くてよかったなどと判

断することはできないと思います。その英中にいる者にとっては、とれもいつ果て

るともなく続くたたかいであり、それを思うとき、しばしば絶望

“

,な気分になって

しまうのです。

最初の●

`街
からもうすぐ四年になります。4iまれてくるrは、父親のいない rに

なるかもしれないという不安。一年以内という11告をうけたのが
'1娠

ツЧ力月の時だっ

たので、111tt っヽて、41まれた我が rを 1:人と 1人でなかめなから思ったのは、

「しあわせェ～Jよ り、「間にあった′J。 「人いはく、 息 rの誕4i祝いをするまで

は… ||オ レの顔を覚えるまでは……J「 1つの祝いまでは……死ねない/Jい つ

のまにか
'`↑

iをうけたというリト11=は 常化し、しrも ,オ半です。′Ч,■日である

今回の人院がいつまでなのか、この先どうなるのかわかりませんわヽ 逃げようとい

う気持ちはキッパリ捨てて、(逃げ出したい、自由になりたい、幸福になりたい…

と悩みなからの結婚″i活てしたが … )と ことんつきあってやろうじゃないの/と

いう心境です。今、逃げてしまったら、生l li、「口1にもキ
～
1にもなりえないという

ことにやっと気がつきましたから。 1,人のためても、 r'tの ためてもなく、「分の

ためです。

長々と書いてしまいました。いつか、「あぶらむのりJで 先生にお会い出来る日

を楽しみにしております。

御家族の皆様にもよろしくお伝え Fさい。

あぶらむの里での野良仕事
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お元気で。

九月十七日 大郷先生

こうして彼女も自分の現実としっかり向い合い、必死に歩んできました。彼女の熱

い祈りと看護の中、こ主人は一人静かに旅立って行ったのです。

このように 「あぶらむの宿Jに もいろんな人々が訪れ、いろんな問題が持ち込まれ

るようになってきました。少しづつ目的とする 「宿Jら しくなってきたように思いま

す。しかし、私たちにはそれらの問題を解決したり、取り除いたり、癒したりする力

など何一つありません。もしそうであれば、それは傲慢というものでしょう。ただ、

ここにいらっしゃる間のわずかな ら心のあくび」を提供できればと思うだけです。

あくびとかおならは不思議とその瞬間、緊張感を払い去り、不用な力を取り除いて

くれます。あぶらむの宿も、重い現実を背負って日々生きる人にとって、心のあくび

ができる、そのような安らぎの場でありたいと強く願っています。

この冬に出会った 「旅人」について書いている私に、 1つ の書びが舞込んできまし

た。一つは私を今日まで教え、導き、支えて ドさった沖縄の 「愛楽園J(国 立ハンセ

ン病療養所)の 人々19名が、6月 11日このあぶらむの里を訪ねて ドきるということで

す。中には[1足義足の方もいらっしゃるとのこと、よくぞおいで ドさることと感謝の

気持て一杯です。「あ8・らむの宿の完成祝もあるので、サンシン (1味 線)も もって

行きましょうね」との′じヽ使い、この宿に沖縄のサンシンが響き渡ったらどのような音

lrになるのか、想像するだけでゾクゾクします。私たちが最も尊敬する人生のよき旅

人たちをお迎え出来ること、あぶらむとして大きな喜びで一杯です。

もう一つは、旅人の何たるかを教えてくれた鈴木芳子さんです。いつもあぶらむに

多くの支援を寄せて下さり、宿では人一倍元気にはじゃぐ彼女です。・陽気な人'と

しか思っていなかった私は、彼女の手記を目にした時、ハンマーでなぐりつけられた

ような気持ちでした。彼女にお願いして、その手記をこの通信に掲載させてもらいま

した。1人
`Lの

よき旅人」としての彼女を、味わっていただけたらと思います。

さて、米筆になって恐縮ですが、この四月より、あぶらむの会の法人化を目指し、

具体的準備を開始いたしました。その第一の仕事は 「社員」(会員)づ くりです。

これまであぶらむの会を支えて下さいました皆様方におかれましては、どうぞ今後

とも 「会員Jと して、末永くお支え下さいますよう、心からお願い申し上げます。

あぶらむの里も心はずむ季節を迎えました。どうぞお出かけドさいませ。

皆様のおいでをお待ちいたしております。

1992年5月 18日

あぶらむの会 代表 大郷 博
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あ ぶ らむ の新 しい仲 間 た ち

古屋正吉 くん

名前 古屋正吉15才。S52125生 まれ。現住所 東京都中野。特技 ドッチボール、

バ トミントン、卓球など■に球技。趣味 たまに走るマラツン、寝る事、スポーツ、

乗り物に乗る事など色々。好きな本 灰谷健次良

“

さんの 「太陽の子J「兎の眼Jな ど

がある。好きな食べ物 カレーライス ¨̈ 嫌いな食べ物 パセリ、セロリなどがある。

好きな女性のタイプ やさしい、思いやりがある、普通で少 しjlるい。好きな動物

大。好きな映画 二十ツЧの時。……動機 H3の 夏に、あぶらむの町1を知りました。

とてもはのぼのとしていていい感じでした。10月の初めごろ、僕は一足 4ヽくに、高校

の受験をしました。 11形にあるキリスト教独立学園と言う所を受けました。試験科‖

は、3科 日で、数、国、英の3つ てした。テストの方も、まあまあと:|う感じだった

し、面接も、思ったより緊張しないていい感じに汁1来ましたので、人丈人だろうと思っ

ていましたが、結果は残念ながら桜が散ってしまいました。H月 にも桜がちりました。

あぶらむに来ようと思ったのが、 2月 の末ごろでした。もともと勉強が好きじゃない

僕は、もう一度、自分にあつた道を考えようと思|、 あぶらむの方々に、おtt話になっ

てみようと決意しました。あぶらむなら、きっと自分にあつた道をみつける事が出来

るなと思ったからです。今は、土や木を使う事が多いので、将来、農業、木■、大li

などやりたいなあと思っています。よろしくお願い致します。終り。

富田桂 さん

大郷先生の暖かいまなぎしや、育さんの明るい笑い声に包まれて、毎日楽しく過ご

させいただいています。昨年、大学のフィリピンキャンプに申し込んだことが大郷一

家を知るきっかけとなりました。キャンプが中止になった夏休みの終り、8、らりと出

かけたのが噂にきいていたあぶらむの里だったのです。その時にはまさか半年後から

そこで生活することになろうとは夢にも思ってはいませんでした。

それまで大郷先生を直接知ることはなかったわけですが、先′|をよくご存知の方々

とお話する機会には恵まれていました。その方々の人柄や志向性がなんとなく好きで

した。そして実際にあぶらむの里を訪れて感じた雰囲気と、ある方の 「人と接すると

はどういうことか、先生のところで見てくるのもおもしろいかもね」という言葉は、

あぶらむの里でお世話になることを決ある上で非常に大きかったように思います。

「南北問題はなぜいつになっても解決しないのJと いう幼いLltからの一つの素朴な

問いは、世の中の仕組を知りたいという欲求になりました。在学中、山登りだスキー

だと遊び歩く一方で、自分にしつくりくる視点を求めて講義を受け、本をめくってお

りました。結局、「どう生きるか」「何が大切か」という足元の、自分自身の問題にな

らぎるを得ません。今の私は、自分の持って生まれた分だけでいいから体の奥底の何
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か、感受性の源を耕 したいとllllっています。悲 し

いかな無芸人食というコトパかぴったりの私です。

東京に送 り返されないようll張りたいです。 この

ような機会に恵まれたことを感謝 しております。

どうぞよろしくお願いします。

大野正雄さん

日本青年本(「協会から1年11ボランティアとし

て |あぶらむの 1lJてお‖1話になります人野 「雄

です。|1身地は 1陰の島根県・松71市です。こちらへ来る前は、実家の方で家業の子

伝いをしていました。私はここに来ようと思っていたのではなく、 1年 「リボランティ

アの'1'務Iサの方で 「あぶらむの1!」を決定されました。その1寺の私の活動先希望は人

阪の淀川キリスト教病院のホスビスてした。 2月中イリの11務1,,からの711絲にすぐOK

を出したのは、ここの紹介文を洸んでです。「転んだら起きるJ、「やかてr分 でr分

の魂を,11舌して行く」。この紹介文にひきつけられました。私は以11、東南アジア、イ

ンド●ネパール等を旅したり
'が

ありました。その時の各地で見たアジアの人々。そし

てその姿を通して今の 本の現状を深く考えさせられました。物質的にはほぼ‖1界―

とilっていいllの 1本。しかし、その 劇で生きている我々は本当に 「ヽせなのだろうか。

あの時のアジアの人々の実顔。人41をよろこび、楽しむり1を知っている。その顔か

ら多くの'1'を学び、感じました。そして旅の後自分と向き合う'卜をおぼえ、初めて「l

分を嶋りました。その中で '「1分の魂は「分で |と思うようになりました。そしてこ

のIIの あぶらむの1!|です。なにか運命的なものを感じています。この 角」llで私

にできるllがとれliあるのかまったくわかりません。米熟な私ですが、一′「懸命がん

はりますのでよろしくおねがいいたします。

二人の働き人
左より 大野 古屋 宮田

一―

―

― ― ¬

住職 さんか らのク リスマス ・プ レゼ ン ト

クリスマスシーズン、あぶらむではイエス・キリストの誕′|:瀬Iを演 じます。「僕にも配

役を 上、丁光十イト職の人同さんからの リクエストがあったので、人閲さんには 「ベロデ

「 を演してもらいました。

「人郷さん、ところでヘロデ Eっ てどんな人ですか、偉いJ:様なのですかJ、「ハアー、

中書によ )ま|と 幼児 1千人以 Lを殺 したということで、どうも大思人のように吉かれて

いま■ヨ_,「そうですか、僕は思役ですかJ。大口さんのベロデ し、なかなか迫力があつ

ました.

そんな人回さんからあぶらむへ、大きなクリスマス ・プレゼントをいただきました。

「あぶらむのりJと 名前入りのジープでした。本 4`にありがとうごさいました。 ところで

大回さん、今年のベロデ 「の役よろしくお園いします。

―

Ｉ

Ｊ
L_____― ― ― ― ― 一 一 ―
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生 き る こ と、 走 る こ と

――乳ガンから再起 して一―  鈴 木 芳 子

死ぬことだけを考えて生きた5年間

13年前、乳ガンを自党した時、正直言って 「安堵」な気持ちでした。その2年 前に

離婚し、「愛情Jの 意味を疑い、そのはかなさに絶望し、ただ生きていただけの私は、

そこで人生にビリオドを打てると思ったのです。経済的にも行き詰まっていました。

そのため早く楽になりたかったのです。逃げ出したかったのです。

「でも、子供たちはどうなるの?私一人を頼っている子供たち。誰が r供たちを育て

てゆくの?J一 方で湧き上がるそんな,心の叫びに、私は耳を
`、

さぎました。

乳ガン切除手術、入院という事態は、家計をますます追い詰めました。

そして私は、手術してもなお生きてゆかねばならない自分をlJtい、11きてゆくこと

の苛酷さをこの身体と心にしっかり受け11めました。歯を食いしばっても食いしばれ

ないものをこの身体に受け止めました。

それから、当然のことながら早Lガンが 「再発Jす ることを11提に11きる日々が始ま

りました。しかし再発する前に、子供たちを自立した人間に育て liげなければならな

い……。一朝―夕に 「一個の人間」力ゞ形成されるはずのないことをriも承知で、しか

しそれでも子供たちを自立させるため、私は日々の生活の中で,子も手をIHさず、遠く

から見ているだけの親を、病弱で何もできない親を演したのです。

同時に自分の身辺の整理にも心を配り、自然に、ごく自然に友人たちから遠ざかり

ました。自分が消えることになった時、悲しむ人を一人でも少なくしたかったからで

す。

そして転職。それからの私は、今まで入院していたことはもちろん、「乳ガン」と

いう言葉も決して|」にしませんでした。同情されたくなく、仕ナLで も特
"1扱

いされ

たくなかったからです。

身長160mの身体にバスト90cm、ウエスト65cm、 ヒップ

93ctというスタイルを堂々と誇示しました。裸にならない

限り、90c皿のパストの ドが 「パッド」だなんて決してわか

らないことだし、「パ ッドJを 入れるのなら、4 さヽい頃か

ら憧れていた 「大きいおっぱい」にしたかつたのです。奇

しくも、乳房を失ってから表而だけでも夢に近づいたわけ

です。

夕方、仕事を終えて家に帰ると、身に着けている衣服を

1秒 も早く脱ぎ捨てます。朝は何でもない傷跡が、午後か

らは我慢できない痛みとなって 「いい女Jを 演している私

に襲いかかるのです。夏、男性がステテコ姿で 「よくぞ男

に生まれけりJな んて涼しげにしている気持ちが,さから理

解できます。

-8-



消えることだけ考えて生きてきた5年間。「不老会Jや 「アイバンク」に連絡をと

り、登録しました。私が消えた後の r供たちの養育 ・教育費は、私の生命保険か効力
を発揮するはずです。この5年 間の間lに、子供たちは高校生と中学生になりました。
私が今消えても大丈夫と思えるほど、たくましく育っています。何もすることはあり
ません。すべて計算通りに運ばれています。でも、ひとつだけ、計算外のことに気づ

きました。

一 私、まだ生きている。もう何もすることがないのに、私、まだ牛きている。

自分のために時間を使おう

きれいさっぱりしてしまった自分の身辺。この状態をき識してつくってきたはずな
のに、あまりの完壁さに、「1分なから感′亡ヽしてしまいました。
一時は、r分 なりに努力して得た洋裁やr・付けの技術を、一人でもいいから他の人

に伝えて、自分の受けた恩を一つでも|けの中に返してから消えたいと願っていました。
が、それも時代遅れの技術であることをこの6年 の‖りに教えられました。今の社会で
は、 一人で着物をriられなくぅても、また洋1瞑一枚縫うことができなくっても、何ら

不都合は■じないのです。お金がすべてを解決してくれるのです。
だから、「1分のために時間を使おう。「分のために残された時間を精一杯′|きてみ

よう。そう決′こヽしました。

1130分 のランニングタイムが lヵ月後に 1時間、 1年 後には1時間30分になりま
した。

1984年■月。伊吹|||ジョギング大会10キロの部。初めての大会参加というのに、私
は、伊吹山の地形をまったく知らず、コースを見て驚きました。それまで平

"tな
堤防

liの道路しか経験したことのない私の足です。自分の無知が情けなくなりました。山
をかけ登っていったランナーたちを 「人間じゃない、人間の足じゃない′Jと 心のな
かで繰り返しながら、lll lつゴールにFlかって滋賀と岐阜の県境をただひたすら歩き
ました。

大会関係者の方々には迷惑をかけてしまいましたが、この時、非常に多くのことを

教えられ、参加して本当によかったと思いました。人勢の人たちが 「健康Jに 日を向
け、楽しんで走っている。走っている人たちが個々の走友会をつくり、それらの人に

向けて月口!誌が発行されている……。

大会への参加は徐々に増えましたが、自分のまわりに 「友Jを 臓くことにはまだ抵
抗がありました。しばらくは自分の殻から抜け口1すことができず、「淋しいランナーJ
が続いていました。

そのうち、大会に参加するたびに出会う女性たちに心を許すようになり、自然に会
話に加わるようになりました。現在はかつてないほどの走友に囲まれ、また全国にい
る走友たちは、それぞれに私の生活に潤いをもたらしてくれます。

欲を捨てて健康ランニングヘ

「走りJの 中に 「欲J力 見ゞえ始めたのと、走友ができ始めたのと同時ではなかった
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かと思います。私の中の 「負けず嫌いJが 強く作用し始めたの

です。

1989年4月、浜名湖 1周52キロのウルトラマラツンに参加、

日標を4時 間半にセットしました。39■口のエイドステーショ

ンまで計算通りです。予定通りのゴールを疑いませんでした。

が、40キロ過ぎて胸の傷口が動き始めたのです。
一 乳ガンを忘れたのか/こ の傷口を忘れていい気になるんじゃ

ない/

確かに、傷日がそう言ったように思えました。

残りの12キロは、欲を出した醜さ、愚かさへの反省の2時 間

になりました。

その後、傷日の痛みは消えず、もう走れないと思いながらも毎日のランニング10キ

ロは続けていたのです。しかし、やがて仕事にも支障が出始めました。完全にノック

アウト。無理をするのはやめよう、走ってはいけないんだ……。

鉛のかたまりが傷口にはりついたような、重く、苦しい、淋しい日々が続きました。

走れない、走れない……/

そして、ついに最後のランニングと決めて、今まで走ってきた 番長いコースをゆっ

くりと走り始めました。公園を抜け、18キロほど走った1キです。

一―う―ん、まさか?大 きく息が吸える/平 常呼吸ができる′傷も痛くない/

飛びました。この身体が大きく浮きました。そうです、飛んだのです。鉛のかたま

りが落ちたのです。家までの5キ ロが大国へ続いているように思えました。

ゆっくり、長く走り、走っている時を十分楽しもう。私の健康ランニングの始まり

です。乳ガンの傷跡も私の一部。それがようやくわかりました。そして、ランニング

を始めた時の自分、つまり初心に返ることができたのです。走り初めて4年、遠回り

をしました。

苦い思いをしたあの浜名湖 1周52キロのウルトラマラツンも、健康ランニングに切

り替えた1年後には、楽しみながら楽にゴールできました。サロマ湖100キロマラツ

ンも、ゴールしたくなt、 もっと走りたいという気持ちで■時間の走りを楽しみまし

た。

参加した大会で印象に残っているものに、諏訪湖 1周マラツン (167キロ)が あり

ます。

1989年9月、第 1回大会で、もの珍しさも手伝ってか、コースの沿道は人でいっぱい

です。最初、まわりの人につられて走ってしまい、途中では抜きをしたいと思ったの

ですが、沿道の声援が途切れることなく続くものですから、ゴールまでがんばってし

まいました。結果は、年代別で36位です。

ゴール後、地元企業の協賛で参加者に抽選でプレゼントがあるというので、くじ運、

男運に見放されている私でも、かすかな期待を抱いて待っていました。いよいよ目玉

商品のホノルルマラツン招待の抽選が始まりました。男性の方は、二度もくじを引き

直し、三度日の正直で当選者が決まりました。では、女性はどんな人が幸運を引き当
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てるのだろうかと、舞台がよく見える位置に移動した時です。ゲストの伊藤国光さん

が引き当てたゼッケンは、なんと私のものでした。思わず、飛び上がって喜んでしま

いました。

生きるために生きる

諏訪湖マラツンの1週間後、長男の卒業式がありました。商船専門学校のため、卒

業式は9月 に行われるのです。前日、息子と二人で鳥羽港の見える山間のホテルに宿

を取りました。入学式以来でした。あれから5年半の月日が流れたのです。

一 母さんのガンが再発したら、その時は学校あきらめて一人で生きる道を探してよ。

母さんを恨まないてね。

早朝、ホテルの周囲を走っていると、息 rが入学した時のことが思い出され、捩が

止まりませんでした。

卒業式当日、この息子は、何もできなかった母親に大きなプレゼントをくれました。

船舶最優秀賞 (1年 間の航海実習の結果、最優秀者に贈られる)を 授与されたのです。

涙線がゆるみっばなしの一日でした。

今、私、気づきました。スーッにハイヒールで一生懸命 「いい女」を演じていた私

はいつの間にかいなくなり、代わりにジーバンにランニングシューズで過ごしている

自分に気づいたのです。仕事上でも、外見だけの 「いい女Jは 必要なくなったのです。

スタイルもパスト90mは もうやめました。胸パットも時々置き忘れるようになりまし

た。飾る必要のない、肩ひじ張って生きる必要のない生活を手に入れたのです。

大会参加のたびにいただくゼッケンも、昔とった杵づかとやらでウエアやズボンに

仕 Lげました。ビニール製のゼッケンはスボーツパッグにと、捨てるものは何一つあ

りません。

日本史の大好きな私は、日本全国どこへでかけても、その時代と、その時生きてい

た人たちの息吹を感じることができます。幸いなことに、大会は至るところで開催さ

れているので、 子供たちが二人とも社会人になった今、日本史をもっと勉強して日本

史とランニングの旅を合わせて、全国の大会に参加してみたいと思っています。大き

な夢です。

人間、「何のために生きるのか」ではなく 「生きる」ことがすべてであることも、

最近ようやく感じとったことでした。

(:::l]:::`;な楯鷲::五讐[優:き名有午誓弯il:発4よf

日頃、“あぶらむの電建設募金"に ご協力いただきありがとうごさいます。

昨年11月に発行したあぶらむ通信11号で、公益社団法人取得へ向け、当面 「権利な

き法人Jと して新たな体制で出発する旨のお知らせをして以来、何のご連絡もせず誠

ヽ
ヽ

１

／
／

マ

後 援 会 事 務 局 だ よ
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に申し訳ありませんでした。今回、漸く、会員登録のお願いのパンフレットが完成し

ましたので、同封させていただきました。詳細はパンフレットをお読みいただきたい

と思いますが、一人でも多くの方々が、あぶらむの会の活動に加わって下さり、十台

のしっかりした幅広い活動を行っていきたいと心より願っておりますのでよろしくお

願いいたします。

会員の方々による設立総会は秋に予定していますが、実質的には、「権利なき法人J

として活動を開始することにしました。これまでは、募金およびあぶらむ債の募集は

あぶらむの会後援会が窓口となってきました。これからは、あぶらむの会が、会費お

よび募金の窓口となります。したがって、振り込み口座も変更になりますので、お間

違えのないようお願いいたします。新しい口座は次のとおりです。会員登録と並行し

て1992年度分の会費の徴収も開始したいと存じますのでよろしくお願いいたします。

郵便振替 名古屋 0- 88065 あぶらむの会

なお、あぶらむの会後援会で募集しました募金およびあぶらむ債の後援会口座の残

金はすべてあぶらむの会に移すことにしました。また、あぶらむ債の返還に関しては、

あぶらむの会およびあぶらむの会後援会が責任をもって行います。

新しい3人 の仲間を迎え、スタッフハウスの建設も始まりました。本当に遅々とし

た歩みではありますが、確実に大地に根をおろし、初期の目的に向かい進んでおりま

すので、今後共一層のご協力とご理解を賜りたく、よろしくお願いいたします。

5月 20日現在の募金ならびにあぶらむ債の中し込み総額は以下のとおりです。

募金申し込み総額 37,733,703円

あぶらむ債 24.600,000円

05月 20日現在のあぶらむ債申し込み者 (1瞬不同、敬称略)
清水幸平 河野裕道 ・ネL子 ‖

"1秀

― 鈴木隆幸 鈴木逸人 竹内rti
05月 20日現在の募金申し込み者 (順不同 ・敬称略 5月 20日以降の方は次:よにて)
水戸部賀津子 下口1英一 ・山香 江田宜子 宮川あつみ 沢lntt r 中村′1 槽谷珠子 広瀬
喬 島日晴 F 佐口哲 飯田麻子 滝沢助蔵 北川剛 ・麻理子 筒丼啓 r 橋本絶子 賛間美
帆 木凹献― 吉日1修 瀬

'Htt F 
沼尾紀勝 小野宏 本Jlリン 近藤真

`己

 佐藤絣― 高橋
秀夫 後藤ソt彰 岸元忠義 ・静江 瀬堀信一 阿久津富人 奮野和 r 東埠子 池ロー徳  リ
チャード・メリット 米lllttFL 安藤希代絵 河崎直 ,1岡 邦英 比嘉良

“

, 百々洋子 長江
弘 木村敦 r 近美子 松本信代 菊澤満喜子 萩原久子 ′i塚′ヽ r 高柳美― 東京聖テモ
テ教会奉Ft会 松戸集会伝道所 新倉俊吾 。久乃 本井雄次 嗜

“

1弘 ri丼 幸子 に口敏明
析りの家教会 寺西裕子 磯貝澄美子 桜チト真弓 熊谷―綱 関正勝 宗像千代子 久保田彰
松岡和夫 川合武明 菊地栄 二 松居勲 竹lu純郎 岡0正 r 高橋光江 ・富美江 木村晃

男 岩間光雄 畑井正晴 佐々木紀久江 秋野京 r 力Π納厚 ・美津 F 神子沢新八郎 太日喜
元 武井秀雄 名古屋学院大学宗教部 鈴木博士 木村清― 渡辺幸 猿日長春 梶原恵理 チ
宮口昌彦 ・美子 立教高校学友会 むらさき草の会 鏑木静 神戸紀 子 W・ F・ ハナマン

田坂昭範 安斎勇夫 味岡敏江 「1宮ノブ 石丼秀夫 イコ1員安 人合明子 遠藤祐輔 ・栄
子 島谷晴朗 堀江武 上井豊技 成井恵 財満研二郎 ・Hl美子 形部賢 森田 トミ 長谷川
牧子 丼原洋子 吉本孝美 ・美代 古本正・喜美子 京都復活教会 ‖田益男 石井正郎 。光
子 森川清一 三原達也 森本光′1 藤倉待 F 官城タケ 知念ハル 神島洋■ 扇数弘 r
徳田その 大城つる 深川愛隣学国友愛奉イ「団 太平真生 斉藤孝 赤井充也 中屋源兵衛
清水幸平 町野紘 沢日耕作 鈴木芳子 中村紀代男 小原孝子 谷ri二・孝子 谷信治 占
沢タイ竹田真 堀内昭 富山マリア教会婦人会 山崎玲子 矢沢栄子 喜多計世 人畑邦男
・洋子 藤本隆他友人 糸数宝書 ・敦子 官田靖匡 波多野春子 立教女学院 松島理恵 マ
ツウラノブオ

―-12-―


